
 

ペンネーム 天海のＫ 

【エピソードのタイトル】 

全員ゴール！ 

【エピソードの内容】 

 

２年前、友人が海響マラソンに出場すると聞いて応援に行ってみたところ人生観が変わりました。走って

いる人全員が格好良かったのです。私は友人がやって来るまでの間、名も知らぬランナーたちに声援を送

り続けました。苦しそうな人、笑顔で手を振ってくれる人など様々です。その中にはお年寄りの方もいらっし

ゃいました。応援している数時間の間に、「次は自分がこの声援を浴びてみたい！」と強く願っていました。

友人の姿が見えたときはありったけの声で応援しました。 

 

 翌週スポーツ店で靴を買い、練習の日々が始まりました。しかしスポーツ音痴だった私にとって 1 人での

練習は大変苦しいもので、直ぐ挫折しそうになりました。そこで友人や後輩を集めて「チーム天海」を結成し

たのです。マラソン経験のない全員の名前（あだ名）の頭文字を取ってＴＥＮＫＡＩ（天海）です。海響マラソン

では青い空や海が美しいだろうということでチーム名はすんなり決まりました。週末に集まって合宿をしまし

た。また、集まれないときはメールで励ましあいながら６人は切磋琢磨しました。ケガをしたときは、無理を

せず皆でバーベキューをして鋭気を養いました。私は天海の誰よりも速くゴールするのだといつも公言して

いました。しかし、心の中では「チーム全員で制限時間内にゴールしたい」の一心でした。 

 

 大会当日、すれ違う仲間と励まし合いながらゴールを目指しました。沿道の絶え間ない声援を聞きながら

丁度１年前ランナーに憧れて決起した自分を思い出し、涙が出そうになりました。最後にすれ違ったメンバ

ー「Ｎ」にエールを送りました。彼女は声こそ出せませんでしたが必死に笑って手を振り返してきました。私

はきっと大丈夫だと確信しました。全員がゴールできたときは嬉しさの余り言葉にならない言葉を叫び続け

ていたのを思い出します。 

 

 今年は無類の猫好きである「Ａ」が肺炎をこじらせ、とうとう病の床に臥してしまいました。今年の大会は残

念ながら１人欠場となりましたがチームの気持ちは１つです。マラソンを始めて得たものは多いですが、か

けがえのない仲間を得たことがやはり一番大きいです。また６人全員揃ってバーベキューをするのが楽しみ

です。頑張れ天海！頑張れ「Ａ」！頑張れ下関！頑張れ東北！頑張れ日本！ 

 

そしてチーム天海のレース展開にも注目だ！ 

 


